
富
津
市
内
に
は
、
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
こ
っ
そ
り
独
り
占
め
せ
ず
、
歓
び
を
分
け
て
く

だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
上
記
編
集
先
ま
で
）

発行／千葉県富津市議会
編集／千葉県富津市議会 広報委員会
　　　〒293-8506 千葉県富津市下飯野2443
　　　Tel.0439-80-1331 Fax.0439-32-1361
　　　https：//www.futtsu-gikai.jp/

No.207 令和5年11月9日
Fall 2023

51
決算審査特別委員会報告 ……２～３Ｐ

代表質問 ………………………４～５Ｐ

個人質問 ………………………６～８Ｐ

個人質問・９月定例会 ……………９Ｐ

９月定例会 …………………………１０Ｐ

議決結果 ……………………………１１Ｐ

トピックス・定例会日程 …………１２Ｐ

コロナ禍などにより、中止や会場の変更を余儀なくされていた「富津市民花火大会」が、４年ぶりに富津海水浴場で開催（７月２２日）
されました。２３００発の花火が打ち上げられ、５万人の観客を魅了しました。【写真提供：地域写真家　浅倉 真一さん】

「 煌 めきまとう
きら

 刻 」
とき

写真提供：笹毛・澤邉 高廣さん



No.207 ２

　
令
和
４
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会

（
８
人
）に
お
い
て
９
月
　
日
か
ら
２
日

１３

間
に
わ
た
り
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
お

よ
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
に
つ
い
て
、

決
算
書
・
主
要
施
策
の
成
果
説
明
書
を

用
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
委
員
会
審
査
前
、
小
規
模
分

散
型
水
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
に
お
け
る

山
中
奥
畑
簡
易
給
水
施
設
の
現
地
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
委
員
会
審
査
に
お
い
て
、

今
後
の
行
政
運
営
に
ど
の
よ
う
な
改
善

が
な
さ
れ
る
べ
き
か
、
様
々
な
観
点
か

ら
検
証
を
行
い
、
事
業
評
価
と
次
年
度

予
算
等
へ
ど
う
反
映
さ
れ
る
か
等
を
審

査
し
ま
し
た
の
で
、
主
な
質
疑
を
報
告

し
ま
す
。

◆
決
算
審
査
特
別
委
員
会

▼各会計別決算額
差引額歳出総額歳入総額予算現額会　　計　　名

9億5,136万7千円205億4,942万1千円215億78万8千円220億3,078万9千円一　 　 般　 　 会　 　 計

8,447万8千円54億2,304万9千円55億752万7千円57億9,494万9千円国民健康保険事業特別会計
特
別
会
計

1,372万1千円6億9,294万9千円7億667万円7億215万4千円後期高齢者医療特別会計

1億1,178万8千円53億3,169万8千円54億4,348万6千円54億7,418万円介護保険事業特別会計

2億998万7千円114億4,769万6千円116億5,768万3千円119億7,128万3千円計

※歳入総額、歳出総額、差引額については、千円未満は四捨五入しているため、合計額が合わない場合があります。
※一般会計の差引額のうち、2億2,470万円は翌年度へ繰り越すべき財源となる。

房総なのはな号（白浜−東京線）１台
のラッピングバスが原則１日２往復し
ている

◆
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
 
 

《
歳
入
に
つ
い
て
》

・
性
質
別
目
的
別
決
算
額
の
地
方
特

例
交
付
金
が
、
前
年
度
と
比
較
し

て
減
少
し
て
い
る
理
由

・
市
税
収
入
が
、
前
年
度
と
比
較
し

て
減
少
し
て
い
る
理
由

《
歳
出
に
つ
い
て
》

●
総
務
費

・
ロ
グ
ミ
ー
ツ
（
Ａ
Ｉ
自
動
文
字
起

こ
し
）
導
入
に
よ
る
業
務
時
間
の

短
縮
効
果

・
高
速
バ
ス
の
Ｐ
Ｒ
方
法
、
ま
た
運

行
本
数
増
加
の
検
討
の
有
無
 

▼基金一覧表（令和４年度末現在高）
決算年度末残高前年度末残高区　　　分決算年度末残高前年度末残高区　　　分
13億7,090万円9億9,191万3千円公共施設等マネジメント基金26億8,365万2千円25億468万6千円財 政 調 整 基 金
445万3千円456万7千円学 校 施 設 整 備 基 金2,769万8千円3,242万4千円学 校 教 育 振 興 基 金
3,097万円2,032万6千円森 林 環 境 基 金1,690万4千円1,649万4千円福 祉 振 興 基 金

0円500万円図 書 整 備 基 金4,821万4千円4,871万5千円児 童 福 祉 基 金
6億6,472万1千円6億8,763万5千円国 民 健 康 保 険 基 金1,564万6千円1,564万5千円交通遺児等福祉基金

851万9千円851万9千円高額療養費貸付基金2,084万7千円2,084万7千円漁 業 振 興 基 金
3億  147万2千円3億4,160万7千円介護保険給付費準備基金151万3千円171万3千円青少年国際交流基金
52億3,252万6千円47億3,991万2千円合　　計3,653万5千円3,933万9千円社会教育施設管理運営基金

48万2千円48万2千円中山間地域農村活性化基金

AI/センシング技術を用いた小規模分散型水インフラ
設備を視察する様子

・
空
き
家
バ
ン
ク
の
問
い
合
わ
せ
件

数
と
該
当
地
域

・
交
通
空
白
地
区
有
償
運
送
事
業
の

他
地
区
交
付
金
適
用
の
可
否

・
公
共
交
通
利
用
者
の
内
訳
お
よ
び

増
加
要
因

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
お
よ
び
借
り
上

げ
料
の
現
状
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●
消
防
費
、
教
育
費
、

公
債
費
お
よ
び
予
備
費

・
消
防
車
両
更
新
目
安
の
年
数
お
よ

び
走
行
距
離

・
災
害
用
備
蓄
品
の
入
れ
替
え
時
期

お
よ
び
消
費
期
限
間
近
な
備
品
の

利
用
方
法
 

●
民
生
費
、
衛
生
費

・
手
話
通
訳
資
格
者
の
現
状

・
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
事
業
に
お
い

て
、
件
数
減
に
反
し
て
事
業
費
増

の
要
因

・
准
看
護
師
の
育
成
状
況

・
富
津
聖
苑
の
契
約
内
容

・
ご
み
収
集
量
お
よ
び
焼
却
量
減
に

反
し
て
委
託
費
増
の
要
因

●
農
林
水
産
事
業
、
商
工
費
、

土
木
費
お
よ
び
災
害
復
旧
費

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
利
用
実
績

・
地
籍
調
査
の
進
捗
状
況

・
公
園
施
設
改
修
工
事
の
詳
細
と
今

後
の
予
定

・
有
害
鳥
獣
処
分
方
法
お
よ
び
ジ
ビ

エ
事
業
活
用
へ
の
考
え
方
 

●
総
括
的
質
疑

・
債
務
負
担
行
為
の
期
限
終
了
後
の

事
業
の
考
え
方

・
コ
ロ
ナ
関
連
事
業
お
よ
び
原
油
価

格
物
価
高
騰
対
応
事
業
に
お
け
る

国
・
県
・
市
の
財
源
合
計
額

・
地
方
債
の
金
利
選
択
基
準
の
内
容

・
各
課
所
有
の
通
帳
管
理
方
法
の
現

状
・
各
種
給
付
事
業
の
通
知
文
を
見
て

も
ら
う
た
め
の
工
夫
点

等
の
質
疑
が
あ
り
、
反
対
討
論
・
賛
成

討
論
の
後
、
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

・
健
診
を
初
受
診
し
た
人
数

・
Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
健
診
受
診
率
の

動
向
 

小学校の防災学習会（出前講座）などで災害用備蓄品を配布し、
備蓄品のローリングストックを実施している

ふるさと納税の返礼品としても活用されているジビエ（猪肉）

・
一
般
被
保
険
者
傷
病
手
当
金
の
増

額
の
要
因
お
よ
び
取
り
扱
い

等
の
質
疑
が
あ
り
、
賛
成
討
論
の
後
、

全
員
の
賛
成
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
  

歳
入
歳
出
決
算

　
質
疑
は
な
く
、
反
対
討
論
・
賛
成
討

論
の
後
、
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
 
 

歳
入
歳
出
決
算

・
福
祉
・
国
保
・
介
護
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
毎
年
発
行
し
て
い
な
い
理
由

等
の
質
疑
が
あ
り
、
反
対
討
論
・
賛
成

討
論
の
後
、
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

・
小
中
学
校
の
生
理
用
品
備
蓄
お
よ

び
供
給
に
お
け
る
問
題
の
有
無

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業
の
修
繕
料

内
訳
お
よ
び
保
険
適
用
の
可
否

・
水
泳
事
業
委
託
の
評
価
お
よ
び
今

後
の
課
題

・
市
民
文
化
祭
事
業
に
お
け
る
コ
ロ

ナ
前
と
現
在
と
の
比
較

・
鋸
山
日
本
遺
産
「
候
補
地
域
」
活

用
推
進
協
議
会
の
活
動
状
況
 

決算審査特別委員会の様子

平成13年 4.3

3.5

4.0

3.7

16年

19年

22年

注：入院者は含まない。

受けた 受けなかった 不詳

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

60.4 35.3

36.1

34.5

32.0

60.4

61.5

64.3

健診（健康診断や健康診査）や人間ドックの受
診状況（厚生労働省ＨＰより引用）
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代表質問

計
画
」
を
策
定
し
た
。

問
　
市
内
に
は
、
多
く
の
交
通
が
不
便

な
地
域
が
あ
る
が
、
大
佐
和
地
区
の
今

後
の
展
開
は
。

企
政
部
長
　
今
年
度
は
大
佐
和
地
区
の

う
ち
、
吉
野
地
区
お
よ
び
佐
貫
地
区
で

地
域
住
民
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

策
か
ら
地
域
に
合
っ
た
移
動
手
段
を
考

え
る
機
会
を
設
け
る
。
対
象
地
区
の
区

長
に
は
概
要
を
説
明
し
て
い
る
が
、
今

後
は
、
住
民
と
よ
り
具
体
的
な
検
討
を

進
め
て
い
く
。

問
　
既
存
の
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者

が
抱
え
る
課
題
は
。

企
政
部
長
　
運
転
手
の
高
齢
化
、
人
材

不
足
が
大
き
な
課
題
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
二
種
免
許
取
得
へ
の
支
援
は
。

企
政
部
長
　
二
種
免
許
の
取
得
支
援
制

度
を
今
年
度
構
築
す
る
予
定
。

問
　
現
在
、
行
わ
れ
て
い
る
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
今
年
度
は
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
の
対
象
を
高
校
生
相
当
ま
で
に
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
中
学
校
３
年
生
・
第

３
子
以
降
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
高
校
生
相
当
に
対
す
る
子
ど
も
医

療
費
助
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

健
福
部
長
　
現
在
、
ウ
ェ
ブ
に
よ
り
申

請
を
受
け
付
け
て
い
る
。
申
請
内
容
を

審
査
し
た
後
、
９
月
下
旬
頃
に
子
ど
も

医
療
費
助
成
受
給
券
を
郵
送
す
る
予
定
。

問
　
子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
助
成
の
概
要
は
。

健
福
部
長
　
中
学
３
年
生
お
よ
び
高
校

３
年
生
相
当
の
方
に
対
し
て
、
一
律
２

千
円
を
上
限
と
し
て
助
成
す
る
。　
月
１０

１
日
か
ら
の
接
種
開
始
に
向
け
、
対
象

者
全
員
に
対
し
個
別
通
知
を
行
う
。

問
　
第
３
子
以
降
等
の
学
校
給
食
費
を

無
償
化
し
た
こ
と
に
よ
る
影
響
額
は
。

教
育
部
長
　
下
表
の
と
お
り
。

問
　
移
動
手
段
の
確
保
を
実
現
す
る
た

め
の
市
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
公
共
交
通
を
必
要
と
す
る
人
の

た
め
の
持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し
、
今
年
度
か

ら
５
年
間
の
「
富
津
市
地
域
公
共
交
通

タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
支
援
策
を
講
ず
る
こ
と
で
域

外
流
出
を
抑
制
す
る
必
要
が
あ
る
が
。

建
経
部
長
　
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支

援
が
で
き
る
か
も
含
め
、
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

問
　
域
外
へ
所
得
が
流
出
し
て
い
る
企

業
と
連
携
し
た
地
域
再
生
事
業
の
展
開

が
望
ま
れ
る
。
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
関

係
で
地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献
で
き
る

事
業
展
開
を
目
指
し
て
ほ
し
い
が
。

市
長
　
企
業
が
活

性
化
し
、
労
働
生

産
性
が
高
ま
れ
ば

企
業
が
潤
う
。
潤

え
ば
従
業
員
に
還

元
さ
れ
消
費
が
活

発
に
な
る
。
消
費

が
増
え
れ
ば
、
さ

ら
に
市
内
の
産

業
・
業
種
間
で
の

経
済
も
活
発
に
な

る
。
地
元
企
業
や

関
係
団
体
と
連
携

し
て
、
国
県
の
動

向
も
注
視
し
、
有

効
な
施
策
展
開
が

で
き
る
よ
う
努
め

る
。

＊会派の代表として行う質問が代表質問になります。
　代表質問の時間内（質疑応答で１２０分・９０分）であれば、
　同じ会派の人が関連質問をすることができます。
＊紙面の都合上、名称を以下のように省略します。
　企政部長（企画政策部長）　健福部長（健康福祉部長）
　建経部長（建設経済部長）

問
　
環
境
省
提
供
の
地
域
経
済
循
環
分

析
ツ
ー
ル
よ
り
抽
出
さ
れ
る
、
２
０
１

８
年
の
富
津
市
内
の
全
産
業
の
一
人
当

た
り
労
働
生
産
性
の
平
均
額
と
全
国
平

均
額
は
。
ま
た
、
全
市
区
町
村
の
中
で

の
富
津
市
の
順
位
は
。

建
経
部
長
　
左
表
の
と
お
り
。

問
　
２
０
１
８
年
の
富
津
市
民
の
一
人

当
た
り
所
得
額
と
全
国
平
均
額
は
。
ま

た
、
全
市
区
町
村
の
中
で
の
富
津
市
の

順
位
は
。

建
経
部
長
　
左
表
の
と
お
り
。

問
　
富
津
市
の
労
働
生
産
性
は
全
国
的

に
見
て
も
高
い
が
、
稼
い
だ
お
金
が
地

域
外
に
流
出
し
て
い
る
た
め
、
住
民
一

人
当
た
り
の
十
分
な
所
得
に
つ
な
が
っ

て
お
ら
ず
、
全
国
平
均
よ
り
低
い
。
で

は
、
本
社
等
へ
の
所
得
の
流
出
入
額
の

推
移
は
。

建
経
部
長
　
環
境
省
提
供
の
地
域
経
済

循
環
分
析
ツ
ー
ル
に
よ
る
と
、
本
社
等

へ
の
所
得
の
流
出
入
額
は
、
２
０
１
０

年
が
２
４
８
億
円
の
流
出
、
２
０
１
３

年
が
　
億
円
の
流
出
、
２
０
１
５
年
が

６９

４
０
２
億
円
の
流
出
、
２
０
１
８
年
が

３
７
６
億
円
の
流
出
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
市
内
の
全
産
業
間
の
取
引
過
程
で

域
外
流
出
し
て
い
る
業
種
を
明
確
に
し
、

経
営
・
技
術
支
援
を
す
べ
き
企
業
の

平野　英男
議員

地
域
経
済
循
環
の
構
築

政友会

環境省が提供する地域経済循環分析システムから抽出される、富津市の
労働生産性と地域住民所得

宮崎　晴幸
議員

子
育
て
支
援
・
移
動
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

政友会

地域住民所得労働生産性
一人当たり所得 ４０８万円/人平均生産性 １,０２６万５,０００円/人
全国平均 ４３９万７,０００円/人全国平均 ９６２万５,０００円/人
１,２５８位/１,７４１市区町村２７２位/１,７４１市区町村

学校給食費無償化による影響額

影響額人数区分

１８,８７２,７００円３０１人中学３年生

３９,１２５,９００円３７３人第３子以降

※表の数値は令和５年度予算ベース
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代表質問

問
　
個
人
的
に
も
、
会
派
と
し
て
も
取

り
組
ん
で
い
る
「
富
津
市
の
人
口
増
加

策
」に
関
わ
る
、
目
指
す
　
年
後
の「
誇

１０

り
と
愛
着
を
持
て
る
ま
ち
ふ
っ
つ
」
に

つ
い
て
、
具
体
策
と
言
え
る
富
津
市
み

ら
い
構
想
の
施
策
内
容
等
を
中
心
に
伺

う
。
１
点
目
に「
産
業
が
元
気
な
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
市
内
各
事
業
者
等
が

安
心
し
て
事
業
を
営
め
る
環
境
が
整
備

さ
れ
、
産
業
が
活
性
化
し
、
来
訪
者
で

あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
商
工
業
の

振
興
を
促
進
す
る
た
め
、
市
で
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

２
点
目
に
「
訪
れ
た
い
ま
ち
」
の
実
現
、

市
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
て
、
多
く

の
方
々
に
「
訪
れ
た
い
ま
ち
」
と
し
て

富
津
市
を
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

市
長
　「
産
業
が
元
気
な
ま
ち
」の
実
現

に
向
け
て
は
、
商
工
業
の
振
興
を
促
進

す
る
た
め
、
工
場
新
設
や
設
備
投
資
を

希
望
す
る
企
業
に
対
し
、
税
制
優
遇
や

奨
励
制
度
の
案
内
を
行
い
、
進
出
等
の

実
現
に
向
け
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
富
津
市
商
工
会
等
と
連
携
し
、

事
業
承
継
お
よ
び
創
業
等
に
係
る
事
業

者
支
援
の
推
進
、
中
小
企
業
資
金
融
資

対
策
事
業
等
を
実
施
。
次
に
「
訪
れ
た

建
経
部
長
　
君
津
地
域
の
市
、
観
光
協

会
お
よ
び
民
間
事
業
者
で
組
織
す
る
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
イ
ー
ス
ト
観
光
連
盟
で
、

情
報
発
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
開
設

や
各
種
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
の
実

施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

問
　
市
内
へ
の
「
道
の
駅
」
設
置
に
つ

い
て
進
捗
状
況
は
。

企
政
部
長
　
道
の
駅
の
候
補
地
選
定
に

向
け
て
の
調
査
や
管
理
運
営
方
法
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
５
月
に
県

内
外
の
道
の
駅
の
視
察
を
行
い
、
最
新

施
設
の
機
能
、
周
辺
環
境
の
状
況
等
を

調
査
。
今
後
は
、
道
の
駅
を
整
備
す
る

に
当
た
り
、
運
営
方
針
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
道
の
駅
基
本
方
針
を
示
す
予
定
。

問
　
浅
間
山
周
辺
地
に
大
手
企
業
の
進

出
が
決
定
し
た
と
聞
い
た
が
。

建
経
部
長
　
株
式
会
社
Ｆ
Ｒ
Ｄ
ジ
ャ
パ

ン
は
、
木
更
津
市
な
ど
で
サ
ー
モ
ン
ト

ラ
ウ
ト
実
証
実
験
プ
ラ
ン
ト
を
運
営
し
、

魚
を
安
定
生
産
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

候
補
地
の
中
か
ら
、
立
地
に
優
れ
て
い

る
浅
間
山
砂
利
採
取
跡
地
の
富
津
市
数

馬
地
区
へ
、
サ
ー
モ
ン
ト
ラ
ウ
ト
の
陸

上
養
殖
商
業
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
が
決
定
。

操
業
開
始
は
令
和
８
年
、
出
荷
開
始
は

令
和
９
年
の
予
定
。

問
　
浅
間
山
周
辺
地
へ
の
企
業
進
出
に

三木　千明
議員

目
指
す
　
年
後
の「
誇
り
と
愛
着

１０

を
持
て
る
ま
ち
 ふ
っ
つ
」

令和５年７月２７日に富津市役所で開催
された「房総地域東京湾口道路建設促進
協議会総会」

よ
り
、
市
に
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

建
経
部
長
　
従
業
員
の
新
規
雇
用
、
税

収
の
増
加
の
ほ
か
、
サ
ー
モ
ン
ト
ラ
ウ

ト
を
「
お
か
そ
だ
ち
サ
ー
モ
ン
」
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
販
売
し
、
市
の
新
た

な
産
品
と
し
て
期
待
が
で
き
る
。

問
　
房
総
地
域
東
京
湾
口
道
路
建
設
促

進
協
議
会
の
総
会
が
９
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
た
が
、
そ
の
概
要
は
。

企
政
部
長
　
会
議
に
は
、
県
中
南
部
　１３

市
町
の
代
表
者
が
出
席
。
議
題
は
事
業

計
画
、
協
議
会
の
今
後
の
方
針
等
で
、

全
て
承
認
さ
れ
た
。　
市
町
が
一
体
と

１３

な
り
、
県
や
国
土
交
通
省
等
へ
の
要
望

活
動
を
活
発
に
実
施
す
る
ほ
か
、
民
間

の
経
済
団
体
等
に
も
活
動
へ
の
参
画
を

呼
び
か
け
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
期
成

同
盟
を
、
来
年
４
月
頃
を
目
途
に
設
立

す
る
予
定
。

＊紙面の都合上、名称を以下のように省略します。
　企政部長（企画政策部長）
　建経部長（建設経済部長）

自由民主賢政会

い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
は
、
多
く

の
人
に
富
津
市
を
選
ん
で
も
ら
う
た
め
、

海
や
山
な
ど
の
豊
か
な
自
然
環
境
、

農
・
海
産
物
や
酒
な
ど
の
地
場
産
品
、

都
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な
ど
の

「
ふ
っ
つ
の
自
慢
」
を
生
か
し
な
が
ら
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

鋸
山
の
日
本
遺
産
認
定
を
見
据
え
た
観

光
施
策
の
検
討
な
ど
、
魅
力
あ
る
観
光

地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

問
　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
な
っ
て
か
ら
、

市
を
訪
れ
る
観
光
客
の
状
況
は
。

建
経
部
長
　
左
表
の
と
お
り
。

問
　
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
で
特
定
の

時
間
帯
の
割
引
料
金
を
変
動
さ
せ
る
ロ

ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
た
が
、

富
津
市
へ
観
光
客
を
導
く
た
め
の
仕
掛

け
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市内の主要観光施設への入込調査の推移

人　数区　分

２０７万人平成３０年度

１８６万人令和元年度

１２３万人令和２年度

１６０万人令和３年度

１８７万人令和４年度

 ７３万人令和５年度

※令和５年度の数値は７月末現在
のもの
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◆個人質問
＊個人質問の時間は、質疑・答弁を含め６０分以内です。紙面の都合で
　わずかしか掲載できませんので、市役所１階の「行政資料コーナー
　の会議録」や「議会ホームページ」で詳細をご覧ください。
＊紙面の都合上、名称を以下のように省略します。
　健福部長（健康福祉部長） 建経部長（建設経済部長）

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

令
和
５
年
５
月
８
日
か
ら
感
染
症
法
上

の
位
置
付
け
が
「
５
類
感
染
症
」
に
変

更
さ
れ
た
。
変
更
後
、
初
め
て
の
夏
休

み
を
迎
え
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
も

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
ま
で

の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
の
は
実
感
し

て
い
る
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
中
で
、

ど
こ
ま
で
観
光
が
回
復
し
た
の
か
伺
う
。

市
長
　
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
や
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
も
再
開
さ
れ
、
富
津
市
へ
の
来
訪
者

も
増
え
、
活
気
と
に
ぎ
わ
い
が
戻
り
つ

つ
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
７
月
に
開
催

さ
れ
た
第
８
回
富
津
市
民
花
火
大
会
で

は
、
過
去
最
高
の
約
５
万
人
の
来
場
が

あ
っ
た
。
引
き
続
き
、
多
く
の
方
に
富

津
市
へ
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
の

魅
力
や
観
光
資
源
の
情
報
発
信
に
努
め
、

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
効
果
的
な
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
く
。

問
　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
中
で
、
観
光

の
在
り
方
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い

る
と
思
う
。
旅
行
客
層
も
団
体
客
か
ら

個
人
客
に
変
化
し
て
、
外
国
人
観
光
客

も
戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、
富
津

市
の
観
光
の
在
り
方
、
方
向
性
に
つ
い

て
伺
う
。

建
経
部
長
　
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
は
多
様

諸岡　賛陛
議員

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
中
で
、

ど
こ
ま
で
観
光
は
回
復
し
た
か

化
し
て
い
る
た
め
、
的
確
に
対
応
で
き

る
よ
う
情
報
収
集
に
努
め
、
旅
の
動
機

や
目
的
、
ス
タ
イ
ル
な
ど
に
合
っ
た
情

報
発
信
等
を
行
う
こ
と
で
、
市
内
の
誘

客
に
つ
な
げ
て
い
く
。
な
お
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

急
拡
大
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

内
受
け
入
れ
可
能
施
設
等
の
調
査
を
進

め
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

の
促
進
や
情
報
通
信
環
境
の
整
備
に
向

け
た
研
究
な
ど
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

多
く
の
訪
日
外
国
人
が
富
津
市
に
訪
れ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
令
和
５
年
６
月
に

は
市
内
の
民
間
事
業
者
と
と
も
に
千
葉

県
が
行
う
海
外
セ
ー
ル
ス
事
業
に
参
加

し
た
。
引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
さ
ら
な
る
誘
客
に
努
め
て
い
く
。

富津海水浴場で開催された
「第８回富津市民花火大会」

問
　
不
登
校
の
児
童
が
急
増
し
て
い
る

事
態
を
受
け
、
文
科
省
は
不
登
校
対
策

「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
た
。

不
登
校
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

自
立
支
援
指
導
員
等
を
配
置
し
、
学
校

と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
不
登
校
の
児

童
・
生
徒
や
保
護
者
と
向
き
合
い
、
教

育
セ
ン
タ
ー
を
窓
口
に
相
談
体
制
を
整

え
、
細
や
か
な
対
応
を
し
て
い
く
。

問
　
教
室
に
行
き
づ
ら
く
な
っ
た
児

童
・
生
徒
が
、
学
校
内
で
落
ち
着
い
て

学
習
で
き
る
環
境
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
中
学
校
３
校
に
適
応
指
導
教

室
を
つ
く
り
、
学
習
や
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
児
童
・
生
徒
の
相

談
に
乗
り
、
寄
り
添
い
対
応
に
努
め
る
。

問
　
高
齢
者
等
に
対
す
る
買
い
物
支
援

と
介
護
施
設
、
商
業
施
設
等
が
連
携
し

た
送
迎
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、

高
齢
者
等
を
対
象
に
、
医
療
機
関
な
ど

へ
の
送
迎
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
交

通
事
業
者
等
を
支
援
し
、
地
域
性
を
生

か
し
た
支
援
策
を
推
進
し
て
い
く
。

問
　
認
知
症
基
本
法
が
６
月
に
成
立
し

た
。
認
知
症
の
人
や
家
族
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
、

相
談
体
制
等
の
総
合
対
策
を
伺
う
。

関　　努
議員

市
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

健
福
部
長
　
認
知
症
の
方
が
尊
厳
を
保

持
し
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
本
人
や
家

族
が
安
心
し
て
生
活
を
送
れ
る
施
策
を
、

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福

祉
計
画
の
策
定
に
お
い
て
検
討
す
る
。

問
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
宣
言
に

つ
い
て
、
検
討
状
況
を
伺
う
。

市
長
　
宣
言
の
表
明
に
向
け
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
目
標
や
目
標
達
成
に
向

け
た
「
富
津
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
地
域
の
事
業
者
と
の
協
力
体
制
の

構
築
、
教
育
環
境
や
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ

の
推
進
、
設
備
設
置
補
助
、
Ｅ
Ｖ
、
Ｐ

Ｈ
Ｅ
Ｖ
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
導
入
に
向
け
た
協
定

の
締
結
等
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
部
長
　
多
く
の
有
能
な
企
業
や
最

先
端
技
術
を
持
っ
た
企
業
と
協
力
体
制

の
構
築
を
協
議
し
て
い
く
。

誰も取り残されない学びの保障を社会
全体で実現する「COCOLOプラン」
（「COCOLOプラン」（文部科学省）
（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/
１３９７８０２_００００５.htm）を加工して作成）
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◆個人質問
＊紙面の都合上、名称を以下のように省略します。
　企政部長（企画政策部長)

問
　
部
署
に
お
け
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
職
員
の
育
成
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

総
務
部
長
　
採
用
後
、
お
お
む
ね
　
年
１０

以
内
は
、
質
的
に
異
な
る
職
場
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
経
験
で
き
る
よ
う
、
ジ
ョ
ブ

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
人
事
配
置
を

し
て
、
幅
広
い
知
識
、
経
験
が
得
ら
れ

る
職
員
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

問
　
市
で
は
行
政
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化

が
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

市
長
　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
や
ロ
ゴ
フ
ォ

ー
ム
を
活
用
し
て
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
進
め
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
か
ら
の
手
続
に
つ
い
て
、
転
出
・

転
入
は
今
年
２
月
か
ら
、
子
育
て
・
介

護
分
野
の
　
の
手
続
は
７
月
か
ら
マ
イ

２６

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

現
在
、
選
挙
の
不
在
者
投
票
用
紙
等
の

請
求
や
消
防
法
令
関
係
の
申
請
手
続
等

に
つ
い
て
も
準
備
を
進
め
て
い
る
。
さ

ら
に
、
集
団
検
診
の
予
約
や
職
員
採
用

試
験
の
申
し
込
み
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
申
請
、
自
家
用
大
型
貨
物
自
動
車
等

物
価
高
騰
支
援
給
付
金
の
申
請
な
ど
、

申
請
時
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
必
要
と
し

な
い
手
続
に
つ
い
て
は
、
ロ
ゴ
フ
ォ
ー

ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

佐久間　勇
議員

資
質
向
上
／
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組
／

教
育
学
習
環
境

請
を
受
け
付
け
て
い
る
。

問
　
市
内
の
不
登
校
児
童
生
徒
の
実
態

と
、
そ
の
対
応
は
。

教
育
長
　
年
間
　
日
以
上
の
欠
席
の
あ

３０

る
不
登
校
児
童
生
徒
は
、
小
中
学
校
合

わ
せ
て
令
和
２
年
度
は
　
名
、
令
和
３

２９

年
度
は
　
名
、
令
和
４
年
度
は
　
名
、

６３

８６

令
和
５
年
７
月
末
現
在
　
名
。
対
応
の

３５

一
つ
と
し
て
、
市
で
は
中
学
校
３
校
に

適
応
指
導
教
室
を
つ
く
り
、
指
導
補
助

教
員
や
各
教
科
、
領
域
の
担
当
教
職
員

が
関
わ
り
、
充
実
し
た
学
習
が
で
き
る

よ
う
指
導
・
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、

自
立
支
援
指
導
員
を
５
校
に
配
置
し
、

児
童
生
徒
の
相
談
に
乗
り
、
寄
り
添
い
、

早
期
解
決
に
努
め
て
い
る
。
一
人
一
人

に
丁
寧
に
向
き
合
い
、
円
滑
な
人
間
関

係
を
築
き
、
学
校
生
活
に
適
応
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
る
。

『あいたかった！』新学期　ともに喜ぶ
仲間がいる

問
　
現
在
、
県
補
助
金
の
活
用
で
、
第

３
子
以
降
の
給
食
費
無
償
化
と
市
独
自

で
中
学
３
年
生
の
給
食
費
無
償
化
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
全
て
の
小
中
学

校
の
給
食
費
を
無
償
化
す
る
考
え
は
。

市
長
　
全
て
の
小
中
学
校
の
給
食
費
無

償
化
は
、
多
額
の
財
源
を
要
す
る
。
今

後
も
国
や
県
の
動
向
を
注
視
す
る
が
、

現
時
点
で
市
単
独
で
は
実
施
し
な
い
。

問
　
県
内
で
完
全
無
償
化
の
市
と
町
は

　
市
町
。
県
に
小
中
学
校
全
て
の
児

12童
・
生
徒
の
給
食
費
無
償
化
を
進
め
る

よ
う
働
き
か
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
部
長
　
令
和
５
年
１
月
に
令
和
６

年
度
文
教
に
関
す
る
国
の
施
策
・
予
算

に
つ
い
て
の
陳
情
で
、
学
校
給
食
費
の

無
償
化
に
対
す
る
財
政
措
置
に
つ
い
て

都
市
教
育
長
協
議
会
を
通
じ
要
望
し
た
。

問
　
国
保
税
を
下
げ
る
た
め
に
全
国
知

事
会
は
国
に
１
兆
円
の
公
費
負
担
を
要

請
し
て
い
る
。
１
兆
円
の
公
費
負
担
で
、

お
よ
そ
１
人
い
く
ら
軽
減
と
な
る
か
。

市
長
　
令
和
４
年
９
月
末
現
在
の
全
国

の
市
町
村
国
保
に
お
け
る
被
保
険
者
数

で
割
り
返
す
と
、
約
４
万
円
の
減
額
が

見
込
ま
れ
る
。
千
葉
県
市
長
会
か
ら
国

に
対
し
て
、
国
保
財
政
基
盤
強
化
の
た

め
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
継
続
し
て
の

実
施
と
拡
充
を
図
る
こ
と
を
要
請
し
て

福田　好枝
議員

市
民
の
生
活
を
守
る
取
り
組
み

に
つ
い
て

い
る
。
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
か
ら
も
国
保
財
政
基
盤
強
化
に
公

費
投
入
を
確
実
に
実
施
す
る
よ
う
要
望
。

問
　
タ
ク
シ
ー
の
利
用
促
進
の
た
め
に
、

１
回
の
乗
車
で
使
え
る
タ
ク
シ
ー
券
の

枚
数
を
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。

企
政
部
長
　
現
時
点
で
考
え
て
い
な
い

が
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
が
今
年
秋
頃
に
改

定
さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、

発
表
さ
れ
る
改
定
幅
を
確
認
し
、
制
度

の
利
用
動
向
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
く
か
、
分
析
し
て
い
く
。

問
　
公
益
財
団
法
人
ど
う
ぶ
つ
基
金
の

チ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
避
妊
去
勢
手
術
の
制

度
で
は
、
ど
の
よ
う
な
環
境
の
猫
に
対

し
て
活
用
で
き
る
の
か
。

市
民
部
長
　
対
象
が
野
良
猫
で
あ
り
、

飼
い
猫
は
対
象
外
で
あ
る
。
制
度
の
詳

細
に
つ
い
て
一
層
の
周
知
が
必
要
。

学校給食を無料に！
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◆個人質問
＊紙面の都合上、名称を以下のように省略します。
　企政部長（企画政策部長）
　健福部長（健康福祉部長）
　建経部長（建設経済部長）

問
　
国
や
自
治
体
が
所
有
す
る
施
設
の

多
く
は
、
地
震
災
害
発
生
時
に
防
災
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
市
所
有
の
庁
舎
や
消
防
、

学
校
の
耐
震
化
の
現
状
は
。

市
長
　
国
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教

訓
に
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律

を
制
定
。
市
も
学
校
施
設
を
中
心
に
耐

震
診
断
・
耐
震
補
強
工
事
を
順
次
実
施
。

問
　
耐
震
改
修
に
係
る
技
術
開
発
が
進

む
中
、
市
が
実
施
済
の
耐
震
改
修
事
業

は
ど
ん
な
技
術
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
か
。

建
経
部
長
　
在
来
工
法
の
枠
付
き
鉄
骨

ブ
レ
ー
ス
補
強
や
耐
震
壁
増
設
が
主
体
。

問
　
市
の
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
は
、

ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

建
経
部
長
　
令
和
４
年
度
の
木
造
住
宅

の
耐
震
化
率
は
　
・
４
％
と
推
計
す
る
。

83

問
　
昭
和
　
年
５
月
以
前
の
旧
耐
震
基

56

準
の
建
物
と
昭
和
　
年
６
月
か
ら
平
成

56

　
年
５
月
ま
で
の
新
耐
震
基
準
の
建
物

12は
現
在
、
市
に
何
棟
あ
る
の
か
。

建
経
部
長
　
住
宅
戸
数
約
１
万
７
千
戸

の
う
ち
旧
耐
震
基
準
約
２
６
０
０
戸
で

全
体
の
　
％
、
新
耐
震
基
準
約
９
５
０

15

０
戸
で
全
体
の
　
％
と
な
る
。

56

問
　
耐
震
改
修
等
に
係
る
補
助
制
度
は
。

建
経
部
長
　
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工

事
と
併
せ
て
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う

三富　敏史
議員

耐
震
改
修
促
進
・
公
共
施
設

再
配
置

場
合
、
最
大
　
万
円
を
補
助
す
る
。

70

問
　
高
度
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
公
共

施
設
が
一
斉
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
。

人
口
減
少
も
加
速
し
、
税
収
も
見
込
め

な
い
中
、
公
共
施
設
再
配
置
推
進
計
画

を
策
定
し
た
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

市
長
　
計
画
に
基
づ
き
、
市
内
５
カ
所

の
出
張
所
等
の
機
能
を
市
役
所
本
庁
等

に
集
約
。
ま
た
、
大
佐
和
老
人
憩
の
家

の
解
体
や
峰
上
地
区
公
民
館
を
廃
止
。

引
き
続
き
、
公
共
施
設
の
保
有
総
量
等

の
適
正
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
計
画
は
令
和
７
年
度
ま
で
だ
が
、

令
和
８
年
度
以
降
は
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

企
政
部
長
　
市
の
財
政
状
況
や
各
担
当

課
で
作
成
し
た
個
別
施
設
計
画
の
内
容

等
を
踏
ま
え
、
見
直
し
を
行
っ
た
上
で
、

全
庁
横
断
的
に
再
配
置
に
取
り
組
む
。耐震工事で補強し、地震が来ても大丈夫な家

問
　
富
津
市
の
こ
れ
ま
で
の
支
え
合
い

体
制
づ
く
り
事
業
は
。

健
福
部
長
　
平
成
　
・
　
年
度
は
、
地

28

29

域
の
ニ
ー
ズ
等
を
調
査
し
「
富
津
市
い

き
い
き
百
歳
体
操
」
活
動
を
開
始
。
平

成
　
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
は
、

30
地
域
の
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
会
議

を
通
算
　
回
開
催
し
、
初
版
「
ふ
っ
つ

11

の
地
域
支
え
あ
い
手
帳
」
を
作
成
。
令

和
３
年
度
は
、
フ
レ
イ
ル
予
防
市
民
講

演
会
を
開
催
し
、
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ

ー
等
の
養
成
な
ど
。
令
和
４
年
度
は
、

第
２
版
「
ふ
っ
つ
の
地
域
支
え
あ
い
手

帳
」
を
作
成
。

問
　
地
域
支
援
事
業
は
開
始
か
ら
８
年

経
過
し
た
が
、
支
え
合
い
体
制
づ
く
り

事
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

健
福
部
長
　
現
在
は
地
域
ケ
ア
会
議
等

を
活
用
し
、
生
活
支
援
体
制
の
構
築
・

整
備
を
図
っ
て
い
る
。

問
　
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
方
で
一
般

避
難
場
所
で
は
困
難
な
場
合
の
避
難
は
。

総
務
部
長
　
一
般
的
な
避
難
は
、
安
全

な
親
戚
・
知
人
宅
や
市
が
開
設
す
る
公

民
館
、
小
中
学
校
等
の
一
般
避
難
所
と

な
る
。
一
般
ス
ペ
ー
ス
で
の
生
活
が
困

難
な
場
合
は
、
避
難
所
の
要
配
慮
者
専

用
ス
ペ
ー
ス
で
対
応
と
な
る
。
ま
た
、

避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
場
合
等
は
、

千倉　淳子
議員

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
支
援
等

小
中
学
校
跡
地
の
利
活
用

福
祉
避
難
所
を
開
設
す
る
。

問
　
小
中
学
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い

て
進
捗
状
況
は
。

市
長
　
左
表
の
と
お
り
。

問
　
竹
岡
小
は
優
先
交
渉
権
者
を
選
定

中
と
の
こ
と
だ
が
、
決
定
の
時
期
は
。

企
政
部
長
　
９
月
中
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
市
は
住
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

こ
と
を
重
要
視
す
る
の
か
。
理
想
的
な

跡
地
利
用
の
考
え
は
。

市
長
　
利
活
用
事
業
者
の
選
定
に
当
た

り
、
審
査
項
目
の
一
つ
に
「
地
域
と
の

調
和
」
を
設
定
し
、
配
点
も
考
慮
し
て

い
る
。
ま
た
、
事
前
に
地
域
の
皆
さ
ん

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
、
そ
の

意
見
は
、
事
業
提
案
の
参
考
と
す
る
よ

う
、
応
募
者
へ
働
き
か
け
て
い
る
。

小中学校跡地の利活用の状況
状　　況区  分

令和５年４月からドッグパーク事業
を行う事業者に貸付け旧 環 南 小

地元の社会福祉法人へ土地建物を売
却し、高齢者福祉施設として利用旧 関 豊 小

社会福祉法人が放課後児童健全育成事
業として利用。地域の体育団体も利用旧天神山小

令和５年３月から利活用事業者を募
集し、現在、優先交渉権者を選定中旧 竹 岡 小

令和３年１１月から民間事業者へ貸付
け、地域情報サイト「まいぷれ富津
市」等の運営拠点として利用

旧 金 谷 小

令和５年７月から民間事業者へ貸付
け、撮影スタジオとして利用旧天羽東中

文化財収蔵庫として利用。体育館・武道
場は、大佐和中学校の部活動等で利用旧 佐 貫 中
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◆個人質問・９月定例会

問
　
学
校
や
さ
わ
や
か
教
室
に
通
え
な

い
児
童
・
生
徒
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
受
け
た
場
合
の
出
欠
の
取
り
扱
い
は
。

教
育
長
　
学
校
と
相
談
し
て
学
習
計
画

を
立
て
、
計
画
的
に
学
習
す
る
こ
と
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
、
学
習
課
題

を
提
出
し
、
保
護
者
と
学
校
と
が
連

携
・
協
力
関
係
を
保
ち
、
学
校
に
通
う

の
と
同
様
の
学
び
が
保
障
さ
れ
る
等
、

総
合
的
に
判
断
し
て
「
出
席
扱
い
」
と

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問
　
部
活
動
に
お
け
る
保
護
者
等
に
よ

る
送
迎
時
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の

対
策
は
あ
る
の
か
。

教
育
長
　
保
護
者
会
に
て
送
迎
時
の
安

全
配
慮
の
お
願
い
を
し
て
い
る
が
、
保

険
等
の
対
応
等
も
考
え
る
べ
き
と
思
う

の
で
、
各
学
校
と
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

問
　
他
自
治
体
が
設
け
て
い
る
よ
う
な

部
活
動
交
通
費
補
助
制
度
は
あ
る
の
か
。

教
育
長
　
市
長
が
認
め
た
部
活
動
の
他

校
と
の
交
流
に
係
る
交
通
費
お
よ
び
機

材
運
搬
費
を
補
助
す
る
制
度
は
あ
る
。

問
　
今
後
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
お

い
て
、
保
護
者
等
で
任
意
団
体
を
立
ち

上
げ
た
際
、
生
涯
学
習
バ
ス
は
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

教
育
部
長
　
登
録
の
あ
る
社
会
体
育
事

業
を
行
う
団
体
が
、
市
の
代
表
と
し
て

出
場
す
る
大
会
利
用
に
際
し
て
は
、
年

間
上
限
５
回
と
定
め
て
い
る
の
で
、
そ

の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
。

問
　
給
食
費
第
３
子
以
降
無
償
化
制
度

に
お
い
て
、
船
橋
市
等
で
は
、
既
に
支

払
っ
た
給
食
費
の
遡
及
適
用
を
認
め
て

い
る
が
、
富
津
市
で
で
き
な
い
理
由
は
。

教
育
部
長
　
富
津
市
で
は
遡
及
で
き
る

旨
の
規
定
を
定
め
な
か
っ
た
の
で
、
遡

及
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

問
　
こ
の
制
度
は
、
経
済
的
に
負
担
が

あ
る
だ
ろ
う
第
３
子
以
降
が
い
る
家
庭

の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
議
会
と
し
て

も
承
認
し
た
も
の
。
今
か
ら
で
も
遡
及

を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

市
長
　
来
年
度
以
降
、
周
知
期
間
や
そ

の
周
知
方
法
を
考
え
な
が
ら
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

猪 瀬　 浩
議員

学
校
教
育
に
お
け
る
子
育
て

支
援
拡
充
に
つ
い
て

（単位：人）
R５R４R３R２区　　分

３５８６６３２９３０日以上欠席
した児童・生徒

４８８４校外適応指導教室に
通っている児童・生徒

６２２１６１０校内適応指導教室
に通っている生徒

不登校（年間３０日以上欠席）児童・
生徒の状況
※令和５年度の数字は、７月末現在
のもの

　
令
和
５
年
９
月
定
例
会
は
、

８
月
　
日
か
ら
９
月
　
日
ま
で

２８

２１

の
　
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２５
議
案
　
件
、
報
告
５
件
に
つ
い

１７

て
審
議
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
主
な
も
の
を
報
告
し
ま
す
。

な
お
、
議
案
の
採
決
の
結
果
は
、

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１１

9 月
▼
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　
蓄
電
池
設
備
を
設
置
す
る
際
の
位
置
、

構
造
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
基
準
を
変

更
す
る
等
の
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。 

◆
条

例

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結（
学
校

給
食
共
同
調
理
場
）

　
老
朽
化
し
た
「
大
貫
共
同
調
理
場
・

天
羽
共
同
調
理
場
・
青
堀
小
学
校
調
理

場
」
を
新
た
に
建
設
す
る
学
校
給
食
共

同
調
理
場
に
集
約
し
ま
す
。（
共
同
調

理
場
の
建
設
工
事
、
電
気
設
備
・
機
械

設
備
・
厨
房
設
備
工
事
）

（
総
額
　
　
億
１
５
１
９
万
円
） 

２２

学校給食共同調理場完成予想図

▼
市
道
路
線（
本
郷
前
久
保
１
号

線
）
の
廃
止

　
県
道
君
津
大
貫
線（
本
郷
バ
イ
パ
ス
）

の
整
備
に
伴
い
、
市
道
本
郷
前
久
保
１

号
線
は
県
道
に
な
る
た
め
廃
止
し
ま
す
。

▼
市
道
路
線（
旧
県
道
君
津
大
貫

線
）
の
認
定

　
県
道
君
津
大
貫
線（
本
郷
バ
イ
パ
ス
）

の
整
備
に
伴
い
、
千
葉
県
か
ら
移
管
さ

れ
る
旧
道
部
分
を
市
道
に
認
定
し
ま
す
。



No.207１０

・
市
立
保
育
所
運
営
事
業（１

７
７
万
円
）

　
市
立
保
育
所
に
お
け
る
保
護
者
に
よ

る
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
持
ち
帰
り
を

廃
止
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
や
保
育
士
の
業
務
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
各
保
育
所
で
衛
生
的
に
処
分

す
る
た
め
の
備
品
等
を
購
入
し
ま
す
。

◆
補

正

予

算

　
年
以
上
前
か
ら
使
用
さ
れ
、
全
体
的
に
劣
化
し

４０て
い
る
楽
器
（
チ
ュ
ー
バ
）

市道湊数馬線（上総湊駅側）の様子

※楽器の査定額＝寄附額として、寄附者は税控除を
　受けることができる。

【楽器寄附ふるさと納税の流れ】
募集楽器の登録［　市　］

▼
寄 附 の 申 込［寄附者］

▼
楽 器 の 査 定［事業者］

▼
寄 附 の 承 認［寄附者］

▼
楽 器 の 受 取［　市　］

▼
税　　控　　除［寄附者］

・
中
学
校
教
育
振
興
費
 （
２
５
万
円
）

　
現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
休
眠
楽

器
な
ど
を
全
国
か
ら
募
集
し
、
中
学
校

の
吹
奏
楽
部
で
使
用
す
る
楽
器
を
効
率

的
に
更
新
す
る
た
め
、
令
和
５
年
　
月
10

か
ら
「
楽
器
寄
附
ふ
る
さ
と
納
税
」
を

開
始
し
ま
す
。

・
交
通
安
全
施
設
対
策
事
業

（
２
３
１
万
円
）

　
交
通
危
険
箇
所
の
改
善
を
図
る
た
め
、

市
内
で
重
大
な
事
故
が
発
生
し
た
箇
所

に
つ
い
て
、
警
察
と
合
同
で
実
施
し
た

緊
急
点
検
の
結
果
を
踏
ま
え
、
対
策
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

・
市
道
東
町
海
岸
第
２
線
ほ
か
（
富
津

地
先
）
で
は
、
路
面
標
示
の
無
い
交

差
点
　
箇
所
に
交
差
点
ク
ロ
ス
マ
ー

10

ク
の
設
置

・
市
道
湊
数
馬
線
［
上
総
湊
駅
側
］（
湊

地
先
）
で
は
、
滑
り
止
め
舗
装
、
区

画
線
の
引
き
直
し

・
現
年
発
生
林
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

（
７
４
６
万
円
）

　
６
月
の
台
風
に
よ
り
、
林
道
表
高
宕

線
（
高
溝
地
先
）
の
路
肩
が
崩
落
し
た

こ
と
か
ら
、
路
肩
の
復
旧
や
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
設
置
等
の
災
害
復
旧
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

▼
一
般
会
計
 

 

補
正
予
算
第
５
号
 

 

（
補
正
額
 
△
１
３
７
万
円
）

　
交
通
安
全
施
設
対
策
事
業
、
市
立
保

育
所
運
営
事
業
、
中
学
校
教
育
振
興
費
、

現
年
発
生
林
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
な

ど
に
係
る
経
費
お
よ
び
こ
れ
ら
に
関
連

す
る
歳
入
、
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

な
ど
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

路肩が崩落した林道表高宕線

　
市
議
会
議
員
 三
木
 千
明
氏
は
、

去
る
　
月
　
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

10

25

（
享
年
　
歳
）

56

　
故
三
木
千
明
議
員
は
、
平
成
　
年
28

４
月
に
市
議
会
議
員
に
当
選
し
て
以

来
、
２
期
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
、
教

育
福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
、
予
算
審

査
特
別
委
員
会
委
員
長
な
ど
、
多
く

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
市
政
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

三木千明議員
逝去
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令和5年9月定例会の
議決結果

石
井
志
郎（
議
長
）

福
原
　
敏
夫

平
野
　
明
彦

佐
久
間
　
勇

平
野
　
英
男

山
田
　
重
雄

千
倉
　
淳
子

三
木
　
千
明

諸
岡
　
賛
陛

猪
瀬
　
　
浩

関
　
　
　
努

福
田
　
好
枝

三
富
　
敏
史

渡
辺
　
純
一

宮
崎
　
晴
幸

議
決
結
果

議　　　案　　　等

－○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

工事請負契約の変更契約の締結（一般廃棄物最
終処分場下水道放流施設工事）

－○○○○○○○○○○○○○○原案
可決火災予防条例の一部を改正する条例の制定

－○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

工事請負契約の締結（学校給食共同調理場建設
工事）

－○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

工事請負契約の締結（学校給食共同調理場建設
電気設備工事）

－○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

工事請負契約の締結（学校給食共同調理場建設
機械設備工事）

－○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

工事請負契約の締結（学校給食共同調理場建設
厨房設備工事）

－○○○○○○○○○○○○○○原案
可決令和５年度一般会計補正予算（第５号）

－○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

令和５年度国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号）

－○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

－○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

令和５年度介護保険事業特別会計補正予算
（第１号）

－○○○○○○○○○○●○○○原案
認定令和４年度一般会計歳入歳出決算の認定

－○○○○○○○○○○○○○○原案
認定

令和４年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出
決算の認定

－○○○○○○○○○○●○○○原案
認定

令和４年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定

－○○○○○○○○○○●○○○原案
認定

令和４年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算
の認定

－○○○○○○○○○○○○○○原案
可決市道路線（旧県道君津大貫線）の認定

－○○○○○○○○○○○○○○原案
可決市道路線（本郷前久保２号線）の変更

－○○○○○○○○○○○○○○原案
可決市道路線（本郷前久保１号線）の廃止

－－－－－－－－－－－－－－－－令和４年度決算に基づく健全化判断比率の報告

－－－－－－－－－－－－－－－－令和４年度一般会計継続費精算報告書

－－－－－－－－－－－－－－－－専決処分の報告（３件）

※議案１７件、報告５件の議決結果は次のとおりでした。

議長は、地方自治法の規定により、採決に加わりません。
議案名中の『富津市』及び『～について』は省略表示しています。 ○＝原案賛成　●＝原案反対



No.207１２

　
月
定
例
会
日
程

１２　
月
　
日
（
火
）　
時
 

開
　
会

１１

２８

１０

 

議
案
の
上
程

　
月
５
日
（
火
）
９
時
　
分
 
一
般
質
問

１２

３０

　
　
６
日
（
水
）
９
時
　
分
 
一
般
質
問

３０

　
　
７
日
（
木
）
９
時
　
分
 
一
般
質
問

３０

　
　
　
日
（
月
） 

常
任
委
員
会

１１

　
　
　
日
（
火
） 

常
任
委
員
会

１２

　
　
　
日
（
火
）　
時
 

委
員
長
報
告

１９

１０

 

議
案
審
議

 

閉
　
会

★
　
月
５
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
議
場

１２コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
出
演
は

大
佐
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
生
徒
の
皆

さ
ん
で
す
。

編
集
後
記

　
早
い
も
の
で
任
期
が
残
り
少
な
く
な
っ

て
き
た
。

　
地
方
議
会
に
お
け
る
動
き
が
メ
デ
ィ
ア

で
も
最
近
報
道
さ
れ
る
機
会
が
多
く
な
っ

て
き
た
。
市
民
の
方
々
よ
り
依
頼
を
受
け

て
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
こ
と
や
、
時
と
し

て
す
ぐ
解
決
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の

も
事
実
。
し
か
し
我
々
は
一
所
懸
命
に
市

政
発
展
・
地
域
発
展
の
た
め
日
々
働
い
て

い
る
。
議
会
広
報
紙
は
見
え
そ
う
で
見
え

な
い
部
分
を
知
ら
せ
る
情
報
紙
で
も
あ
る
。

　
今
後
、
少
し
で
も
市
民
の
皆
様
の
想
い

を
形
に
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
議
会
全
体
と

し
て
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。（
晴
幸
）

７月22日に友好都市山梨県甲州市の議員６人が富津
市を訪れ、市立図書館、第８回富津市民花火大会を見
学し、情報交換会を開催するなど交流を深めました。

７月20日に鴨川市議会の議員10人が行政視察に富津市を訪れ
「財政健全化の取り組み（富津市役所）・江戸前オイスター養殖の
取り組み（新富津漁業協同組合）」について、説明を受けました。

甲州市議会との交甲州市議会との交流流 鴨川市からの行政視鴨川市からの行政視察察

９月21日に石井議長からの諮問を受けて調査・検討した「議会
運営の課題（議会報告会の在り方・タブレット端末の利活用）」
について、７人の議員で構成する諮問会議から答申しました。

議会運営の課題答議会運営の課題答申申

７月22日に第59回千葉県消防操法大会が開催され、富津市消防団
第２分団（ポンプ車の部）、第７分団（小型ポンプの部）が君津支部の
代表として参加。議長、副議長、消防委員が来賓として出席しました。

県消防操法大県消防操法大会会

８月17日に「道の駅木更津うまくたの里」に９人の議
員が見学に訪れ、道の駅を運営している株式会社Ｔ
ＴＣ取締役 清水氏から説明を受けました。

うまくたの里見うまくたの里見学学

８月16日にイオンモール富津で「第46回富津ふるさと
まつり」が開催され、14人の議員が出席し、石井議長
が来賓として挨拶を行いました。

富津ふるさとまつ富津ふるさとまつりり

※
本
会
議
の
中
継
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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